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利根保健生協　2019 年 11 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,014 人

出 資 金 額・・・・1,655,146,000 円

平均出資金額・・・・・・・・・・・・・57,046 円

理事32名　監事4名　総代203名　班長1,466名

＊11月の新規加入組合員数は、178人でした。 発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,770　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

２０１９年度「生協強化月間」スタート集会

謹
ん
で
新
年
の

     

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　
昨
年
、
総
代
会
で
利
根
保
健
生
協
の
理
念
を
決
定
し
ま

し
た
。「
健
康
を
つ
く
る
。
平
和
を
つ
く
る
。
こ
こ
ろ
豊

か
な
ま
ち
を
つ
く
る
。」
は
利
根
保
健
生
協
が
設
立
以
来

と
り
く
ん
で
き
た
活
動
を
、
様
々
な
団
体
・
個
人
と
連
携

し
更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
日
々
の
く
ら
し
の
安
心
づ
く
り
を
め
ざ
し
、「
時
に
は

助
け
て
、
時
に
は
助
け
ら
れ
て
」
を
合
言
葉
に
、
組
合
員

同
士
の
「
助
け
合
い
活
動
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
食
堂
は
開
設
１
周
年
を
迎
え
、
10
月
か
ら
は
大
人
食
堂

も
は
じ
め
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
居
場
所
づ
く
り
へ
と

発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
通
院
の
足
と
し
て
好

評
の
通
院
支
援
で
す
が
、
11
月
か
ら
は
「
土
曜
日
シ
ャ
ト

ル
便
」
を
活
用
し
て
、
買
い
物
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
築
移
転
か
ら
４
年
が
経
過
し
た
利
根
中
央
病
院
は
、

新
た
な
施
設
・
機
能
を
活
か
し
、
地
域
唯
一
の
「
お
産
で

き
る
施
設
」、
地
域
の
救
急
車
約
半
数
受
け
入
れ
等
地
域

医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
、
ロ
ー
マ
教
皇

の
発
言
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
貧
困
を
な
く
す
」「
地

球
環
境
を
守
る
」「
核
兵
器
廃
絶
」
は
世
界
共
通
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
「
い
の
ち
と
く
ら
し
」
を
巡

っ
て
は
「
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築
」
と
称
し

て
、「
70
歳
ま
で
働
く
」「
自
己
責
任
」「
地
域
で
の
助
け

合
い
」
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
医
療
・
介
護
へ
の
公
的

支
出
削
減
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
利
根
保
健
生
協
の
「
理
念
を
か
た
ち
に
」
を
合
言
葉

に
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
る

「
事
業
と
運
動
」
を
共
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　
利
根
保
健
生
協
に
対
す
る
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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同
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理
事
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俊 

一

健
康
を
つ
く
る
。 

平
和
を
つ
く
る
。

　
　  

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
。



1
月

4
日	

仕
事
始
め

25
日	

保
健
講
話　

以
降
各
小
・
中
学

校
で
13
回
開
催
（
医
師
や
看
護

師
ら
多
職
種
が
参
加
）

28
日	

人
材
確
保
委
員
会
主
催
「
医
局

ふ
る
ま
い
会
」
以
降
３
回
開
催

2
月

13
日	

虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動

16
～
17
日　

医
療
福
祉
生
協
連
「
組
合

員
活
動
交
流
集
会
」（
大
阪
）

17
日	

群
馬
県「
消
費
者
ま
つ
り
」（
県
庁
）

３
月

7
～
8
日　

高
校
生
看
護
体
験
（
26
人
）

9
日	

第
42
回
「
組
合
員
活
動
交
流
集

会
」（
２
２
２
人
）

16
日	

第
39
回　

赤
ち
ゃ
ん
同
窓
会

（
43
組
）

17
日	

第
34
回
「
囲
碁
大
会
」（
42
人
）

30
日	

医
療
講
演
＆
懇
談
会
（
総
合
診

療
科　

中
村
大
輔
医
師
）

4
月

1
日	

新
入
職
員
「
利
根
保
健
生
協
グ

ル
ー
プ
辞
令
交
付
式
」

	

組
合
員
ど
う
し
の
「
助
け
合
い

活
動
」
地
域
に
拡
大

５
月

6
日	

憲
法
記
念
日
集
会
（
桐
生
）

17
日	

第
11
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
（
約
４
９
０
人
）

6
月

1
日	

「
教
育
学
習
月
間
」（
～
7
月
）

4
～
10
日　

歯
と
口
の
健
康
週
間

5
・
6
日　

歯
科
相
談
窓
口
開
設
（
病

院
ホ
ー
ル
）

6
日	

世
界
禁
煙
デ
ー
の
病
院
外
来
患
者

へ
の
ア
ピ
ー
ル

	

健
康
づ
く
り
委
員
会
主
催　

手

洗
い
教
室　

以
降
各
小
学
校
で

12
回
開
催

22
日	

第
43
回
通
常
総
代
会

7
月

2
日	

福
島
被
災
地
視
察
（
40
人
）

6
日	

子
ど
も
歯
の
健
康
教
室
（
利
根
歯

科
診
療
所
）

7
日	

国
民
平
和
大
行
進（
網
の
目
コ
ー
ス
）

8
日
～
12
日　

高
校
生
職
場
体
験（
6
人
）

11
日	

国
民
平
和
大
行
進（
基
幹
コ
ー
ス
）

20
日	

子
ど
も
歯
の
保
健
教
室
（
生
協
み

な
か
み
歯
科
）

20
日	

「
つ
な
が
り
づ
く
り
月
間
」（
～

9
月
20
日
）

17
～
18
日　

理
事
・
正
副
支
部
長
・
職
員

合
同
研
修
会

26
日　

高
校
生
医
師
・
多
職
種
体
験

（
10
人
）

8
月

3
日	

オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
開
催

（
14
人
）

7
～
9
日　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

（
長
崎
）

	

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
（
病
院

組
合
員
ホ
ー
ル
）

11
日	

ひ
ま
わ
り
祭
り
（
サ
ニ
ー
ホ
ー

ム
ひ
ま
わ
り
）

18
日	

老
健
と
ね
祭
り

25
日	

第
７
回　

病
院
き
ら
め
き
祭

31
日	

医
局
Ｂ
Ｂ
Ｑ

9
月

4
～
5
日　

関
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員

活
動
交
流
集
会
（
新
潟
）

19
日	

み
ん
な
の
食
堂
に
ぎ
わ
い
広
場

　

1
周
年
記
念
と
し
て
大
人
向

け
食
堂

21
日	

生
協
強
化
月
間
（
～
11
／
30
）

ス
タ
ー
ト
集
会
（
利
根
中
央
病

院
）

10
月

11
日	

第
１
回
社
保
学
校

14
～
17
日　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
派
遣
（
台
風

19
号
被
害
に
よ
る
長
野
県
へ
搬

送
支
援
）

17
日	

憲
法
・
い
の
ち
・
社
会
保
障
を

ま
も
る
10
・
17
国
民
集
会

20
日	

第
37
回
く
ら
し
と
健
康
ま
つ
り

�

（
３
，
０
０
０
人
）

	

虹
の
里
ひ
ま
わ
り
祭
り

24
日	

第
6
回　

ハ
イ
キ
ン
グ
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
（
新
潟
十
日
町
探
訪
）

	

県
生
協
連
「
生
協
大
会
」（
西

部
ブ
ロ
ッ
ク
・
月
夜
野
西
支
部

橋
下
橋
上
合
同
班　

表
彰
）

11
月

9
日	

コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
「
ふ
れ
あ
い
試

食
会
」

10
日	

病
院
災
害
訓
練

16
日	

医
療
講
演
＆
懇
談
会
（
総
合
診

療
科　

比
嘉
研
医
師
）

12
月

7
日	

地
域
公
開
講
演
会
（
国
立
モ
ン

ゴ
ル
医
科
大
学
歯
学
部　

客
員

教
授　

岡
崎
好
秀
氏
）

28
日	

仕
事
納
め
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病院きらめき祭（8月）病院きらめき祭（8月）
チアリーディングを楽しむチアリーディングを楽しむ

みんなの食堂（9月）みんなの食堂（9月）
1周年を記念して大人食堂を開催1周年を記念して大人食堂を開催

組合員活動交流集会（3月）組合員活動交流集会（3月）
大田講師の記念講演は笑いがいっぱい大田講師の記念講演は笑いがいっぱい

くらしと健康まつり（10月）　好評の餅投げくらしと健康まつり（10月）　好評の餅投げ

災害訓練（11月）災害訓練（11月）
患者の重症度を振り分ける患者の重症度を振り分ける
トリアージセンタートリアージセンター

地域公開講演会（12月）地域公開講演会（12月）
岡崎講師の話「口の中は不思議がいっぱい」に岡崎講師の話「口の中は不思議がいっぱい」に

驚きと笑いがいっぱい驚きと笑いがいっぱい

保健講話保健講話
総合診療科科長 鈴木諭Ｄｒが総合診療科科長 鈴木諭Ｄｒが

中学生に「命の大切さ」について中学生に「命の大切さ」について

第11回グラウンド・ゴルフ大会（5月）第11回グラウンド・ゴルフ大会（5月）
好天の中、元気にプレー好天の中、元気にプレー

赤ちゃん同窓会（3月）赤ちゃん同窓会（3月）
ちょうど１歳を迎えましたちょうど１歳を迎えました

助け合い活動助け合い活動
ガラス拭きを行う2人の協力者ガラス拭きを行う2人の協力者

虹のバレンタイン行動虹のバレンタイン行動（2月）（2月）
75歳以上の医療費75歳以上の医療費

2割負担反対署名に110筆2割負担反対署名に110筆

42人が参加した第34回囲碁大会（3月）42人が参加した第34回囲碁大会（3月）

通常総代会（6月）　全議案が賛成多数で採択されました通常総代会（6月）　全議案が賛成多数で採択されました

　

２
０
１
９
年
の
あ
ゆ
み

福島被災地視察（7月）福島被災地視察（7月）
早川住職の講話を聴く参加者早川住職の講話を聴く参加者

国民平和大行進国民平和大行進（7月）（7月）
片品コースをのべ45人が元気に行進片品コースをのべ45人が元気に行進

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

利根保健生協グループ辞令交付式に臨んだ43人の同期生（4月）利根保健生協グループ辞令交付式に臨んだ43人の同期生（4月）

医局BBQ（8月）医局BBQ（8月）
医学生・組合員や職員の総勢43人で交流医学生・組合員や職員の総勢43人で交流
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。
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。
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︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

sukusuku-tone@
tonehoken.or.jp

メ
ー
ル
投
稿

（３） 第604号2020年１月１日（毎月1回1日発行）

　

昼
の
月

冬

木

立
ぬ
け

射

す

光

小
春
日
や
園
児
の
帽
子
列
拡
げ

晩

鐘

に

鎮

む

城

址

や

雪

催

難

聴
に
囚
は
れ
重
く
凍
つ
る
朝

沼

田

成
る
囲
む
連

峰

初

明

り

浮
き
沈
み
あ
る
人
生
や
雪
ほ
た
る

一
年
の
短
か
さ
知
る
や
初
日
の
出

大

根

の

白

さ

百

日

土

の

中

沼
田
市
柳
町�

櫛
渕
か
り
な

沼
田
市
柳
町�

津
久
井
富
子

沼
田
市
高
橋
場
町�

白
井
孝
四
郎

沼
田
市
横
塚
町�

星
野　

順
子

沼
田
市
新
町�

須
藤　
　

薫

沼
田
市
硯
田
町�

阿
部　

ま
つ

み
な
か
み
町
師�

増
田　

耕
寿

み
な
か
み
町
上
津�

林　
　

明
男

沼
田
市
薄
根
町�

大
竹　

美
鶴

初

夢
は
孫
の
ふ
ん
ぱ
つ
お
年

玉

寒
い
よ
と
声
か
け
ら
れ
た
心
地
し
て
露
店
に
並
ぶ
　
　

サ
ボ
テ
ン
を
買
ふ

青
空
に
雪
を
ま
と
ひ
て
谷
川
岳
白
く
輝
き
際
立
ち
て
見
ゆ

　子
持
山
の
白
き
頂
に
朝
日
射
し
七
草
刻
む
水
の
冷
た
し

　夕
映
え
の
障
子
に
ゆ
ら
ぐ
庭
の
木
々
其
の
影
捉
ら
へ
と

子
猫
た
わ
む
る

浅
田
真
央
を
超
ゆ
る
か
女
王
現
る
る
紀
平
坂
本
　
　
　

氷
上
に
舞
ふ

遠
山
に
雪
雲
の
群
れ
漂
い
て
追
わ
れ
る
が
ご
と
　
　
　

里
へ
下
り
く
る

地
球
の
す
ぐ
内
側
と
い
ふ
金
星
が
師
走
の
今
朝
　
　
　

鋭
ぎ
光
り
な
す

沼
田
市
東
原
新
町	

箕　

輪　

愛　

子

沼
田
市
清
水
町	

堀　

越　

京　

子

沼
田
市
高
橋
場
町	

田　

島　

智　

恵

沼
田
市
高
橋
場
町	

森　

田　

妙　

子

沼
田
市
上
沼
須
町	

大　

竹　

春　

江

み
な
か
み
町
後
閑	

番　

場　

正　

夫

昭
和
村
入
原	

板　

橋　

き
み
江

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。
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沼
田
市
今
井
町
　
今
井
　
久
代

切り絵「榛名神社　神宝殿（三重塔）」
みなかみ町小仁田　綿貫　はる子

切り絵「蔵の街栃木」
沼田市桜町　生方　良子

切り絵「大泉寺」
片品村東小川　入澤　真澄

水墨画「招福」
沼田市鍛冶町　馬場　半次郎

昭
和
村
橡
久
保
　
兵
藤
　
泰
明

沼
田
市
町
田
町
　
牛
口
　
ま
つ

み
な
か
み
町
石
倉
　
林
　
　
榮
一



（４）第604号2020年１月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

写真「山里の春」
　沼田市榛名町　花茂 喜右

写真「中山本宿の大欅」
　高山村中山　平形 作太郎

切り絵　「天狗みこし」
沼田市沼須町　田中 久子

手芸「黄色い繭のコサージュ」
　みなかみ町上津　原澤 カヅヨ
　　　　　下牧　杉山 久美子

写真「片品橋」
　昭和村貝野瀬　横坂 先夫

写真「毛越寺・大泉ヶ池」
　沼田市町田町　山口 研一

写真「なかよし」
　沼田市高橋場町　角田 正男

日本画「おばあの笠地蔵」
　沼田市高橋場町　永井 達郎

「絵手紙」
　沼田市町田町　羽鳥 愛子

手芸「ホームカバー」
　みなかみ町猿ヶ京温泉　林 美智枝

手芸「バッグ」
　みなかみ町湯宿温泉　河合 京子

手芸「扇のタペストリー」
　昭和村糸井　新木 ふみ

水彩画「自然の園」
　沼田市上原町　遠藤 章


